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固体高分子形燃料電池(PEFC)において，白金にかわる触媒材料の開発が急務となっている．本報告で

は，これまでに共同研究者の太田・石原らにより報告されている Ta 系酸化物触媒について，ナノ構造

化を目的とし研究を行った．その結果，メソポーラスシリカ(MPS)を鋳型としたメソポーラスカーボン

(MPC)を触媒担体に用いることにより，比表面積（～1,200ｍ２/ｇ）示す Ta 系酸化物触媒の合成に成功

し，触媒の酸素還元開始電位（EORR）が 0.87V（vs.RHE）を示すことが確認された．また，得られた触

媒を用いて MEA を作成し，単セルにて発電評価を行ったところ，出力密度として 73mW/cm2 の発電特

性が確認された． 
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金属表面処理業では，前処理として強アルカリ性の海面活性剤水溶液を用いる金属表面の洗浄脱脂が

行われているが，この工程から排出されるアルカリ脱脂廃液は，プレスオイル等の汚濁質濃度が高く有

機性炭素濃度（TOC）及び化学的酸素要求量（COD）共におよそ 10,000 ppm もの高濃度で，水処理が

極めて困難である．そこで，前段で過酸化水素と硫酸第一鉄を用いるフェントン酸化により有機性汚濁

質の酸化分解を行い，後段で被処理液中に残存する鉄塩を無機凝集剤として活用し高分子凝集剤を添加

して効果的に凝集分離を行う事により，アルカリ脱脂廃液を処理する方法を検討した．その結果良好な

処理性状が得られる事がわかった． 
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リグノフェノールは，リグノセルロースの相分離システムによって得られるリグニン由来の高分子で

あり、薄いベージュ色の粉末である．また，色素増感型太陽電池の増感剤として用いた検討など，様々

な用途開発もなされている．そこで本研究では，更なる用途開発を目的としてフェノール性水酸基によ

るとアレルゲンタンパク質の収斂作用を利用したダニアレルゲン低減化について検討を行った．リグノ

フェノール製造時に使用した導入フェノール各成分に応じ，リグノ－ｐ－クレゾール，リグノピロカテ

コール，リグノピロガロールを使用し検討を行ったところ，リグノピロカテコールとリグノピロガロー

ルについては，従来良く用いられているタンニン酸に匹敵する高い低減化作用を示した．また，繰り返

し洗浄試験ではタンニン酸では，洗浄時に溶出が起こるため低減化効率は著しく低下したが，リグノピ

ロカテコールとピロガロールにおいては低減化を維持するという結果が得られた． 
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アモルファス型酸化チタンと過酸化水素を低温熱処理することにより，高い反応性を持つ光触媒の作

製を検討した．この反応によりペルオキソチタン酸の生成が見られることを確認した．また，このペル

オキソチタン酸を 100℃程度で熱処理することにより得られた物質を用い，アセトアルデヒドの分解実

験を行った結果，市販の光触媒として良く用いられているデグサ社製 P-25 を上回る性能が得られると

いう結果が得られた．   
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粘性の高いハイドロコロイドを，モロヘイヤ葉より硫酸アンモニウム水溶液分画とそれに引き続く段

階的な水抽出により抽出した．原料粉末に対する抽出率は 4.5％であった．また，灰分，タンパク質，

水分および全糖量はそれぞれ3.4，5.3，12.3および 83.8%であった．このハイドロコロイドは，主とし

てウロン酸から構成され，総糖質に占める割合は約 90%だった．サイズ排除クロマトグラフィーによる

分子量分布測定において，幅の広いウロン酸ピークが検出され，その頂点における分子量は940kDaであ

った．動的粘弾性解析の結果，このハイドロコロイド水溶液は，0.5%以上の濃度において弱いゲルの挙

動を呈した．また，粘度は既存の増粘安定剤を凌ぐことが明らかになった．このハイドロコロイドを60

100℃の範囲で加熱すると，非可逆的な粘度上昇が観察され，分子構造変化が示唆された． 
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固体酸化物形燃料電池（SOFC）は，その発電効率の高さから次世代の電源として期待されている．

一般的に，平板型 SOFCは有機溶媒系スラリーを用いたテープ成形により作製される．しかし近年，環

境負荷低減のために水系スラリーへの転換が求められている．本研究では，水系スラリーを用いたテー

プ成形とスクリーン印刷を組み合わせることにより，直径 80 mmの平板型セルを作製し，発電特性を評

価した．得られたセルの 800℃における出力密度は，0.33 W/cm2であった．   
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携帯型近赤外分光計を用いて，アコヤガイの栄養状態に関係する成分である軟体部のグリコーゲン，

タンパク質および水分を非破壊で定量する可能性を検討した．730～1000 nm においては，貝殻の光吸収

は少ないため，殻付きの貝を測定することにより軟体部の情報を十分取得することができた．貝の２次

微分スペクトルおよび軟体部の各成分測定値を用いて重回帰分析により検量線を作成したところ，グリ

コーゲンの定量精度は極めて低かったが，タンパク質および水分については，大まかな選別に使用可能

な定量精度が得られた．以上の結果から，近赤外分光計によりアコヤガイの栄養状態を生きたままで把

握できる可能性が示された． 
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 これまでに，簡便性・迅速性に優れる近赤外分光法を用いて，家畜ふん堆肥および生ごみ堆肥の品質

を評価する手法を検討してきたので，研究成果を整理した．堆肥の品質を作物の生育阻害，可給態窒素

および土壌改良効果の 3 項目に分類し，堆肥の種類ごとに，各品質項目の指標となる成分を特定した．

次に，近赤外分光法による各指標成分の定量精度を明らかにし，同法による品質評価の実用性を明らか

にした．今後，同手法の普及をさらに促進するためには，装置の自動化，小型化および低廉化が望まれ

る． 
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